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研究成果の概要： 
3 年間に亘りジャカルタ市南郊の低所得者の集住地区であるレンテンアグン町において、露天
商・行商人たち、ならびに同地区内にある伝統的市場で商いをする商人たち（商店主並びに行商

人）からその個人史（パーソナルヒストリー）の聞き取りを行なった。また、北部の中国系住民

が多く住む商業地区コタにおいて、中国系の商人たちからも同様なききとりを行なった。それを

通じて、開発政策の中で烈しく変容する庶民の生活を描き出し、それが大きな歴史をどのように

投影しているのかを考察した。 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2006年度 1,700,000 510,000 2,210,000 

2007年度 1,600,000 480,000 2,080,000 

2008年度 1,700,000 510,000 2,210,000 

年度    

  年度    

総 計 5,000,000 1,500,000 6,500,000 

 
 
研究分野：社会科学 
科研費の分科・細目：社会学・社会学 
キーワード：ジャカルタ、ライフヒストリー、社会変容 
 
１．研究開始当初の背景 
 

研究代表者倉沢も、研究分担者内藤も、すで

に1990年代から、開発政策によって変容する

大都市ジャカルタの庶民の生活の様々な位相

を調査してきた。本研究はその一貫として位

置付ける事ができるもので、とりわけ商人た

ちの生活を彼らの語りを通じて歴史的に考察

しようと考えた。 

 
 
２．研究の目的 
個々人の生活体験や活動の時間軸の中に、

全体の歴史がどう投影されているのか､そし

て又個々人の生活の集積が大都市の変容にど

う関わってきているかを、インドネシアの商

人たちの日常を記録する事を通じて描き出す

事を目差した。 
とりわけ３２年間にわたるおおがかりな開

発政策の導入によって首都がどのように変わ

っていったか、その過程で､ここに住み、商い

をする商人たちはどのような人生の変遷を体

験したのかを描く事によりジャカルタの社会

史の一断面を描き出す事ができると考えた。 
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３．研究の方法 
最初文献により、ジャカルタ市の形成過程、

都市開発、人口流入などに関する全般的な情

報収集に努めたのち、実際現地に赴き、フィ

ールド調査、具体的には個々人との長時間に

わたるインタビューを行った。 
本研究は幾つかの異なるサブ・テーマをと

りあげ、その各々に関して現地調査を行った。 
もっとも集中的に調査を行なったのは、ジ

ャカルタ市の南郊に位置するレンテンアグン

町である。ここは都市再開発にともなってジ

ャカルタ市中心部の居住集落が取り壊しにな

ったのち、多くの住民が流入してきた一方、

農村から多くの人々が職を求めて流入し、こ

こ三〇年ほどの間に人口が急激に増大した地

域である。 
倉沢は、このレンテンアグン町内の一つの

地区（具体的には一つの隣組）を取り上げて、

まず、コミュニティーの視点からここに住む

商人（とりわけ露天商や行商人）たちの生態

と、おなじ地区に居住する顧客あるいは消費

者たちの属性、およびその相互関係を描こう

とした。 
一方内藤は、この町内に位置する伝統的市

場で、その商人（常設店店主と露天商のほぼ

全員）ならびに買い物客の双方から詳細な聞

き取りを行った。商人に関してはその属性の

分析を常設店店主と露天商の両グループに分

けて比較した。 
さらに内藤は、ジャカルタ市北部のコタ地

区に住む商人たち（主として常設店店主）に

対する詳細なインタビューを行った。 
 倉沢はレンテンアグン町でのコミュニティ

ー内部での人間関係を中心とした調査のほか

に、さらに少し視点を拡大して国境を越えて

隣国マレーシアで商いをするジャカルタの商

人たちからの聞き取りを、マレーシアで行っ

た。具体的にはマレーシア北部のイスラーム

色の強いケダー州で、インドネシア人が、出

稼ぎや商売に行っている先をおとずれ、約一

週間にわたって、彼らの国を出た動機、新し

いコミュニティーでの生活の困難さ、故郷と

のつながりなどに関して聞き取り調査を行な

った。 

 
 
４．研究成果 

５つのサブ・テーマごとにまとめると以下

のようである。 
 
(1)調査地のコミュニティー調査 
レンテンアグンの隣組を単位として実施し

たコミュニティー調査では、質問票を使って

全世帯（証人並びに一般住民系１２７世帯）

に対し彼らの家族構成、年齢､職業、学歴、出

身地、ジャカルタでの居住年数、この隣組で

の居住年数などを問うたのち、住民５０名を

選んで、彼らの詳細なライフヒストリーを聞

き取り、この居住地の起源や歴史の理解に務

めた。 
特に同地区のコミュニティーへの流入者に

ついて｢移動｣の観点からアプローチし、大規

模な開発政策開始（１９６０年代末）以前か

らこの地域に住み着いていた「地の人」と「外

来者」の力関係のバランスが時の推移ととも

にどのように変化していったかを見るととも

に、それぞれのグループが経済力､学歴、職種

などにおいてどのような特徴を見せているか

を分析した。この観点からの成果の一部は倉

沢愛子編『都市下層の生活構造と移動ネット

ワーク』（明石書店 ２００７年）のなかで、

「外来者の流入と年下層社会の変容――ジャ

カルタ南郊の集住地区の事例」と題して発表

した。 
 
 
(2)露天商･行商人の調査 
この地域の住民は相対的に低所得者が多く、

住民の約３０パーセントがいわゆるインフォ

ーマルセクターでの雑業従事者である。大部

分は、地方から単身で出稼ぎにきている男性

であるが、一部、世帯を持ち夫婦で働いてい

る者もいる。 
インフォーマルセクターで働く者のうち、

もっとも多いのが露天商ならびに行商人であ

る。一方、「商人」と言う範疇で見れば、ここ

には通常のイメージで考えられるような常設

店はない。自宅の軒先の一部で生活必需品を

販売する「ワルン・クロントン」とよばれる

小規模の「よろずや屋」がしいていえば「常

設」であるが、これはその営業規模から言っ

てもインフォーマルセクターの商いに近い。 

そこで調査においてはこの「ワルン・クロン

トン」の所有者も含めて調査の対象とし、一

定の調査票を使用してほぼ全員に面接し彼ら

の仕事に関する聞き取りを行った。 

これらの露天商や行商人はインドネシア語

でそれぞれ「カキリマ」ならびに「プダガン・

クリリング」とよばれる人々である。この種

の仕事は何も資本を持たずに田舎から出てき

てすぐにでも開始できる手軽な職業の一つだ

と考えられている。行商の場合もっとも大き

な資本は商品を運ぶ天秤棒や台車であるが、

これはレンタルすることができるので、その

レンタル料と最初一日の商品仕入れのための

資本金さえあれば誰でも手軽に始める事がで



きる仕事である。 
インフォーマルセクターで働く行商人の中

では、野菜･魚などの毎日の食材や、あるいは

自宅で調理した食べもの（揚げ物などの軽食、

麺類、菓子類など）を販売する者がもっとも

多い。そこでインフォーマルセクター全員を

対象として行った調査票による調査に続く第

二段階としては、この種の行商人に重点を当

てて全員に詳細なインタビューを行いそのラ

イフヒストリーを書き取った。 
インタビューののち、インフォーマントの

なかからさらに何名かを選び、数日間にわた

って彼らの日々の活動に同行させてもらい、

材料の仕入れ、仕込み、販売等のプロセスな

どその商活動の全貌を観察させてもらった。

そして彼らの仕入れルート、販売ルート、日々

の収入規模、顧客層などを自らの目で確認し

た。 
 彼等は、同業者の間で営業場所についてな

んとない住み分けを行っており、ほぼ連日同

じようなコースで歩いている。しかし、一日

中歩き回っているわけではなく、何ケ所かに

止まってかなりまとまった時間腰をおろし販

売している。従って常連客も多い。とりわけ、

学校の校門の前は彼らにとって格好の稼ぎ場

所である。インドネシアでは小学校でも中学

校でも給食はなく、休み時間になると、学校

の周辺に集まって来て営業するスナック菓子

屋さんからおやつを買うのが習慣になってい

るのである。 

それではこれらの調査からどのような事が

分かったであろうか？行商人はその多くが地

方からの出稼ぎであり、これまで一般に彼等

は社会の最下層に位置付けられてきた。すな

わち行商という仕事は、一般的に失業したと

か地方から出てきた場合であるとか他に収入

手段が無い人たちが、しかたなく従事する最

下層の職業であって収入も少なく、何か他に

良い仕事があれば転職する事を前提とした、

一時的な性格のものであると考えられてきた

。 

しかし今回のこの観察から得られた一つの

結論は、彼等は、かならずしもこの仕事を否

定的にみておらず、むしろ、努力いかんによ

ってはかなりの収入にありつける場合もある

こと、たとえ小規模であっても自営であるた

め自由に創意工夫できること、営業時間など

もその日の体調や気分によって自分で調節で

きることなどから、むしろ好んでこの仕事に

ついている者が多かったということである。

不安定な仕事ではあるが、安定性よりも、「

自由」に重きをおこうとする傾向がみられる

ということであった。 

ところで、この調査を実施中露天商や行商

人達の存在が脅かされるような事態が発生し

た。 ジャカルタ市は、行商の存在が交通渋

滞を悪化させているとして、都市整備のため

に、市街地区における行商活動を禁止し、行

商人からのみならず、彼らからものを買った

消費者にも罰金を課すというような条例の制

定を議会で協議し始めたのである。これまで

にも官憲による露天商や行商の強制的一掃は

しばしば行われてきた。しかし今回は、彼ら

からものを買った者たちにも罰金を科すとい

う強硬な手段を講じようというのであった。 

交通事情の悪いジャカルタでは、住民たち

にとっては、食材、日用品、スナックなど日

常生活に必要なほぼすべてのものを行商人か

ら安い価格で入手することによって日々の生

活が成り立っている。特に低所得者の住む集

住地区においては非常に大きな受容があるの

である。従って消費者にとってもこの行商人

の存在は不可欠であり、このような条例が実

施に移されれば大混乱や生活パターンの大き

な変化を呼び越すことは必須であろう。現に

消費者からも大反対が起こり、結局今日に至

るまでこの条例は成立していない。 

 

 
(3)伝統的市場の調査 
さて、内藤も同じくレンテンアグン町内に

ある伝統的市場でその商人(常設店主並びに
露天商)顧客の双方に対して聞き取り調査を
した。この市場は直接消費者に対する販売、

すなわち小売りが主体であるが、しかし同時

に露天商や行商人達がその食材の仕入れを行

う場所でもある。また、市場の空間で商いを

行うのは、常設店主のみならず、露天商も数

多く見られる。露天商も含めた商人ならびに

顧客の双方とのインタビューを通じて内藤は、

以下のような結論に達した。 
第一にそれは市井の生活を支える空間であ

る。地域から集まる買い物客の動向は勿論の

こと､路地裏での再販売のための仕入れが行

われていることから、ジャカルタのインフォ

ーマルセクターに繋がっていく空間といえる。 
第二に、それは多様性に満ちた空間である。

商人もそして一部商品すら遠隔の地に出自が

ある。ことにエスニックな多様性は､商取引が

いかに断片的で商人たちが組織化されないも

のであろうとも､この空間を猥雑ながらも共

存共栄の場所に変えている。 
第三にこの多様性は、単に多様なだけでは

なく､階層性を持っている。商いの形態（常設

か露天かなど）はもちろんのこと、扱う商品

によっても大きく異なっている。 



第四に、この階層性が連続している。常設

店と露天商の境界さえ不明瞭であるあいまい

な区分が共存共栄のシステムを強化している

のかもしれない。 
このような結論を含め、パサル研究の成果

は、倉沢愛子編『都市下層の生活構造と移動

ネットワーク』（明石書店 ２００７年）のな

かで「変容のなかのパサール――ジャカルタ

南郊L市場から――」と題して発表した。 

 

(4)本研究の第四のサブ・テーマは、コタ地
区に置ける商人の研究である。コタ地区はオ

ランダ植民地時代のバタヴィア市に端を発す

るもので、歴史は十七世紀に遡る。オランダ

式の街づくりがなされ、アムステルダムを想

起させる古い石造りの建物や運河が続く地域

である。 
かつてはオランダ人が牛耳る商業・金融の

街であったが、独立後彼らが引き揚げてから

は、主として中国系のビジネスマンや商人た

ちの活動の場となっている。いまでもジャカ

ルタ最大の商業地区であり、一般に華人が意

図して理解されている。 
聞き取り対象者の大半は５０歳代であり、

１９６５年の９・３０事件（初代スカルノ大

統領が倒れるきっかけとなったクーデター。

これ以後インドネシアでは反共政策がとられ、

中華人民共和国との関係で華人に対する圧力

も強まった）当時の記憶から聞き取る事がで

きた。また１９９８年のスハルト政権崩壊前

夜の暴動や､２００５年の華人街（パンチョラ

ン通り）露天商一掃事件など、コタの街の景

観が大きく変わる事件に対する､個々の商人

の体験や評価についても聞き取った。 

コタの商人たちは、先祖代々の居住者が長

期にわたって商業を牛耳っていると考えられ

ていたが、実際には、人の入れ替わりが烈し

く、ジャワ島以外からの新参者の流入も多く

流動性が大きい事が判明した。特に西カリマ

ンタンのシンカワン地区からの流入者が多い

ことに気づいた。 

この研究は開始次期が遅かった事もあり、

まだ研究成果としては何も刊行していない。 

 

(5)マレーシアへの出稼ぎ 

五番目のサブテーマは、隣国マレーシアへ

の出稼ぎである。マレーシアは、国民の多く

がインドネシアと同じ言語、宗教、類似した

慣習を持つ人々であるが、一人あたり国民所

得はインドネシアよりもはるかに高く、給与

体系も良いため、非常に多くのインドネシア

人が合法的にも非合法的にも出稼ぎに行って

いる。調査地レンテンアグンからも何名かが

働きに出ている。 

それと同時に、インドネシアの商人たちが、

商品をたずさえて国境を越え販売に歩いてい

る。とりわけ、女性のイスラーム服やヴェー

ルなど、幾つかの生活物資はは明らかにイン

ドネシアから数多く流入している。 

たまたま国境を越えて飽きないに従事する

ジャカルタの商人たちの幾つかのケースを耳

にしたため、そのパーソナルヒストリーをた

どるべく彼らを追って調査に赴いた。この調

査は一週間足らずの予備的な性格のものであ

ったが、実はあまり成果をあげることができ

なかった。これらの国境を越える商人たちの

絶対数は非常に少なく、何名かの個人史を聞

き取る事はできたものの、それが大きな歴史

の流れや社会の変容ににどう投影されるのか

というような問題点へつなげることが難しか

った。さらに彼等は余り定着性がなく、長期

定住へは繋がらないため、地域社会へのイン

パクトや相互作用は殆どみられず、社会学的

な観点からの分析としても余り関心を引かな

かった。そのためその後の継続的な調査は断

念した。 
 

(6)まとめ 

以上のようにいくつかの異なるサブ・テー

マに分けて研究を行ったが、この三年間はフ

ィールドにおいてデータや語りの記録を集め

る事に集中してしまった。データの整理もみ

かんの部分があり、そのため、まだまとまっ

た成果が刊行されていない。今後これらを総

合して有機的につなげ、商人たちの個々人の

生き様が大きな歴史の動きの中にどう投影さ

れていくのか、彼らの生活体験や活動の時間

軸の中に、全体の歴史がどう投影されている

のか､という観点からまとめ、文章化する作業

をする必要がある。 
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